
(1）昭和59年7月1日 広 報 ほ う じ ょ う 第141号 

町の 人 口 

（昭和59年5月31日現在） 

前月比較 

3,984 (+ 3 ) 

4,313 (+ 1 ) 

8,297 (+ 4 ) 

世帯数 2,687 (- 1 ) 
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安全はあなたの交通マナーから 

期間 7 月21日（土）~8月20 日（日） 

＜運動の重点目標＞ 

1 歩行者、特に子供と高齢者の交通事故防止 3 飲酒運転の追放 

2 青少年の粗暴運転と暴走族の追放 

く⑧飲むなら乗らない） 

4 シートベルト着用の推進 

C 乗るなら飲まない） 
七
月
の
こ
よ
み
 

一
日
 

国
民
安
全
の
日
 

七
日
 

七
タ
（
た
な
ば
た
）
 

十
九
日
 

夏
土
用
 

二
〇
日
 

海
の
記
念
日
 

一
一
十
一
日
 

勤
労
青
少
年
の
日
 



(3）昭和59年7月1日 広 報 (2) 》つ よ
 

じ
 

》つ ま
 

報
 

第141号昭和59年7月1日 広 日
 

1
1
 

[I 第141号 》つ よ じ
 

》つ ほ
 

日
 

1
 

臓
加
（
懲
舞
欝
鑑
（
繊
卿
 

「
福
岡
県
下
い
っ
せ
い
に
実
 

F
七
月
一
日
2
三
十
一
日
 

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政
の
課
題
 

で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
的
課
題
で
あ
り
ま
す
。
 

県
、
及
び
市
町
村
は
本
問
題
を
解
決
す
る
た
 

め
、
各
種
の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
と
 

り
わ
け
そ
の
真
の
解
決
を
目
指
す
た
め
に
は
、
 

県
民
の
理
解
と
協
力
が
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
も
 

の
か
ら
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
 

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
同
和
問
題
が
国
民
的
課
題
 

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
い
ま
だ
に
徹
底
せ
ず
 

今
日
な
お
、
差
別
は
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て
 

跡
を
絶
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
県
民
が
同
和
問
題
の
解
決
を
自
 

ら
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
差
別
を
許
さ
な
い
 

意
識
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
同
和
問
題
啓
発
強
 

調
月
間
を
設
け
て
、
各
種
の
啓
発
行
事
を
集
中
 

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

方
城
町
で
は
次
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
九
年
 

度
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
行
事
を
計
画
致
し
 

ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

昭和59年度方城町同和問題啓発強調月間行事計画表 

七
月
二
十
六
日
 

（
木
曜
）
 

七
月
二
十
五
日
 

（
水
曜
）
 

七
月
 

二
〇
日
 

（
金
曜
）
 

七
月
 

十
七
日
 

（
火
曜
）
 

七
月
 

十
四
日
 

（
土
曜
）
 

七
月
 

十
一
日
 

（
水
曜
）
 

七
月
 

八
日
 

（
日
曜
）
 

七
月
 

七
日
 

（
土
曜
）
 

七
月
 

一一日 

（
月
曜
）
 

実
 
施
 
月
 
日
 

町
青
年
団
研
究
会
 

19
 

時
 30
 

分
ー
 21
 

時
 30
 

分
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
研
修
会
 

20
 

時
 

長
寿
学
級
研
修
会
 

10
 

時
ー
 12
 

時
 

町
婦
人
会
幹
部
研
修
会
 

10
 

時
ー
 12
 

時
 

親
子
の
映
画
鑑
賞
 

19
 

時
ー
 21
 

時
 

就
業
前
教
育
推
進
協
議
会
 

行
政
職
員
研
修
 

10
 

時
 30
 

分
ー
 12
 

時
 

講
 
演
 
会
 

10
 

時
ー
 12
 

時
 

親
子
の
映
画
鑑
賞
 

19
 

時
ー
 21
 

時
 

街
頭
啓
発
 

7
時
 

17
 

時
 

子
ど
も
育
成
会
研
修
会
 

行
 

事
 

概
 

要
 

町
 
青
 
年
 
団
 

学
 

級
 

生
 

長

寿

学

級

生

 

町
婦
人
会
幹
部
 

町
 

民
 

部
 

会
 

員
 

行
 
政
 
職
 
員
 

ガ
 

町
 

民
 

町
 

民
 

「ま
と
も
育
成
会
役
員
 

参

加

対

象

者

 

ガ
 

ガ
 

ガ
 

ク
 

ガ
 

中
央
公
民
館
 

体
 
育
 
館
 

中
央
公
民
館
 

町
 

内
 

中
央
公
民
館
 

場
 

所
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

受

賞

お

め

で

と

う

 

交
通
安
全
功
労
者
 
山
仲
克
己
さ
ん
 

昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
八
日
、
福
 

岡
国
際
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
 

九
年
度
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
民
 

運
動
本
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
 

方
城
町
か
ら
、
山
仲
克
己
さ
ん
（
山
ノ
 

手
）
が
交
通
安
全
功
労
者
（
安
全
運
動
 

関
係
部
門
）
と
し
て
、
受
賞
し
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
交
通
事
故
を
な
く
す
福
 

岡
県
民
運
動
本
部
の
趣
旨
に
そ
い
、
団
 

体
ま
た
は
、
個
人
が
積
極
的
に
行
っ
て
 

い
る
交
通
事
故
防
止
運
動
の
功
績
を
た
 

れ
え
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
 

に
対
す
る
】
般
の
関
心
を
高
め
、
県
民
 

の
交
通
安
全
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
 

と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

福
岡
県
が
発
注
す
る
指
名
競
争
 

入
札
参
加
資
格
の
審
査
受
付
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
、
昭
 

和
六
〇
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
県
が
 

発
注
す
る
物
品
関
係
の
、
指
令
競
争
入
 

札
の
参
加
資
格
を
得
る
た
め
の
 
「
指
名
 

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
の
 

追
加
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
今
回
の
受
付
は
追
加
受
付
で
 

あ
り
、
現
に
資
格
を
有
し
て
い
る
方
は
 

申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

一
、
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て
 

H
 
受
付
期
間
 
昭
和
五
十
九
年
七
月
 

二
日
囲
か
ら
七
月
三
十
一
日
因
ま
で
 

（
た
だ
し
日
曜
日
は
除
く
）
 

目
 
受
付
時
間
 

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
〇
分
 

午
後
十
三
時
か
ら
十
六
時
 

（
た
だ
し
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
 

前
十
一
時
三
〇
分
ま
で
）
 

日
 
受
付
場
所
 

福
岡
県
庁
行
政
棟
地
下
三
号
会
議
室
 

7
月
は
Z

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
7
月
間
で
す
 

乙
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
7

は
、
す
 

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
 

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
 

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
 

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
 

会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

山
仲
克
己
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
交
 

通
安
全
協
会
方
城
支
部
に
入
会
以
来
、
 

現
在
に
致
る
ま
で
交
通
事
故
防
止
運
動
 

を
積
極
的
に
推
進
し
た
功
績
に
よ
る
も
 

の
で
す
。
 

こ
の
日
安
全
運
動
関
係
、
安
全
誘
導
 

関
係
、
安
全
教
育
関
係
、
安
全
施
設
関
 

係
、
優
良
運
転
者
、
各
部
門
に
お
い
て
 

総
計
、
個
人
九
十
七
名
、
団
体
六
団
体
 

が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

一
一
、
資
格
要
件
 

次
の
各
号
に
該
当
す
る
方
は
指
名
競
 

争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
 

を
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

H
 
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
並
び
 

に
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
 

口
 
営
業
に
関
し
許
可
等
を
必
要
と
す
 

る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
得
て
な
 

い
者
。
 

日
 
資
格
審
査
申
請
書
及
び
添
付
書
類
 

に
故
意
に
虚
偽
の
事
実
を
記
載
し
た
 

者。 

四
 
原
則
と
し
て
同
種
の
営
業
を
引
き
 

続
き
二
年
以
上
営
ん
で
い
な
い
者
。
 

ガ
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ガ
の
ほ
か
 

に
も
、
犯
罪
、
非
行
予
防
の
た
め
の
い
 

ろ
い
ろ
な
制
度
や
運
動
が
あ
り
ま
す
が
、
 

犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は
様
々
な
社
会
 

の
状
況
が
あ
る
た
め
、
専
門
の
機
関
や
 

団
体
の
努
力
に
加
え
て
、
地
域
社
会
の
 

人
々
の
積
極
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
予
 

．
●
●
●
‘
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第36回国土建設週間

7 月10日～16日 

豊かで住みよい国づくり 

週問中は、全国から募集した小 

学生の図画・中学生の作文コン 

クールの優秀作品の発表などを 

行います。 

21世紀に向けて活力ある経済社会と、充実した 

国民生活を実現させよう。 

岳年繰り返される災害を防止し、少ない下水道 
ま ち 

や公園を整備して誇れる郷土づ＜りをーそのた 

めには、何よりもあなたの協力が必要なのです。 

防
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

国
民
一
人
一
人
が
、
自
ら
の
問
題
と
し
 

て
犯
罪
、
非
行
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
 

に
よ
り
、
家
庭
か
ら
近
隣
へ
、
近
隣
か
 

ら
地
域
へ
と
犯
罪
、
非
行
防
止
の
輪
が
 

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
 

せ
ん
。
 

「
防
ご
う
非
行
、
 

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
 

方
城
町
 
保
護
司
会
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
？
 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
保
険
 

料
は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
が
 

な
い
か
確
か
め
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
 

ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
の
納
付
が
滞
り
ま
す
と
、
金
 

引
割
割
彩
馴
買
ー
）
 

H
 
政
府
刊
行
物
県
庁
内
サ
ー
ビ
ス
ス
 

テ
ー
シ
ョ
、
ノ
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
ー
七
（
福
 

岡
県
庁
地
下
総
合
売
店
内
）
 

電
話
（
〇
九
二
）
六
四
一
・
七
八
三
八
 

一 
一

 

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
現
在
 

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
る
年
金
の
 

原
資
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
自
 

・十J

、
‘
ノ
」
」
ー
、
乙
己
七
「
・
P
・
タ
主
コ
ド
」
ー
【
フ
ー
】
 
ー
ー
プ
】
，
よ
、
J
 

四
、
資
格
の
有
効
期
間
 

一 

昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
昭
和
 

六
〇
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
 

額
が
多
く
な
り
、
納
め
に
く
く
な
り
ま
 

す
し
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
 

と
時
効
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
 

な
く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
未
納
の
期
間
が
あ
り
ま
す
と
 

不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
年
金
や
母
子
 

年
金
は
も
と
よ
り
、
将
来
、
老
令
年
金
 

を
受
け
る
た
め
、
必
要
な
納
付
期
間
が
 

一
 
一 

身
の
年
金
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

不
足
し
て
、
年
金
を
受
給
で
き
な
い
こ
 

一 

な
お
、
当
然
加
入
の
人
で
保
険
料
の
 

納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料
の
免
 

五
、
問
い
合
わ
せ
先
 

（
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
総
務
部
管
財
課
調
達
係
（
福
『
 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
 

岡
県
庁
行
政
棟
南
棟
九
階
）
電
話
代
表
（
な
い
で
、
早
目
に
国
民
年
金
係
で
是
非
 

、

う

L

ニノ 
」

う

1

一
 

・
 

一
 

一
 

一
 

；

ョ

（

 目
灸
ノ
r
 」 
【
 
、

ご

×

 、
 
o
 

（
〇
九
二
）
六
五
一
・
一
一
】
一
、
内
【
一
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

線
二
三
三
四
、
二
三
三
五
、
二
三
三
六
「
 



り 
／、 第141号昭和59年7月 (4) 》つ よ

 
じ
 

》つ 

お
宅
に
は
墨
字
で
書
か
れ
た
記
録
や
 

木
版
刷
の
本
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
 

た
と
え
紙
切
れ
一
枚
で
も
、
郷
土
を
 

研
究
す
る
た
め
の
大
切
な
史
料
と
な
り
 

ま
す
。
ぜ
ひ
写
真
に
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
 

い。 福
岡
県
立
図
書
館
で
は
、
五
十
一
年
 

度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
県
内
 

の
古
文
書
な
ど
の
所
在
を
調
査
し
、
そ
 

の
写
し
を
保
存
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
 

で
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
九
州
大
学
を
は
じ
め
地
元
 

の
郷
土
史
研
究
家
の
先
生
が
た
に
お
願
 

ま

 

い
し
て
調
査
団
を
組
織
し
、
短
い
期
間
 

広 報 日
 

1
 

に
集
中
的
に
現
地
調
査
を
行
う
も
の
で
、
 

本
年
は
あ
な
た
が
お
住
い
に
な
っ
て
い
 

る
「
田
川
市
、
田
川
郡
」
を
そ
の
対
象
 

と
し
て
選
び
ま
し
た
。
 

お
手
数
と
は
存
じ
ま
す
が
、
虫
に
喰
 

わ
れ
た
書
物
で
も
、
ひ
ど
く
汚
れ
た
日
 

記
や
手
紙
で
も
、
こ
の
際
ぜ
ひ
調
査
団
 

の
先
生
が
た
に
お
見
せ
く
だ
さ
い
。
貴
 

重
な
文
献
の
場
合
は
、
保
存
の
方
法
な
 

ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
 

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

調
査
団
、
九
州
大
学
教
授
秀
村
選
三
 

氏
、
地
元
郷
土
史
研
究
家
等
の
諸
先
生
 

ほ
か
約
四
〇
名
。
 

調
査
期
間
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
 

四
日
（
火
）
、
二
十
七
日
（
金
）
 

⑥
 

ご
連
絡
は
電
話
（
ハ
ガ
キ
）
等
で
 

教
育
委
員
会
へ
お
願
い
し
ま
す
o
 

昭
和
 59
 

年
度
福
岡
県
「
婦
人
の
翼
」
 

団
員
募
集
に
つ
い
て
 

福
岡
県
主
催
に
よ
る
婦
人
の
海
外
研
 

修
派
遣
事
業
と
し
て
、
 
「
婦
人
の
翼
」
 

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

応
募
を
希
簿
さ
れ
る
方
は
、
方
城
町
 

中
央
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い。 一
、
研
修
国
 

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
 

ー
ー
、
研
修
期
間
 

昭
和
五
十
九
年
十
月
 

二
＋
二
日
、
十
一
月
二
日
ま
で
 

（
十
一
一
日
間
）
 

三
、
参
加
費
 
海
外
研
修
費
の
半
額
 

（
約
二
十
八
万
円
程
度
自
己
負
担
）
 

四
、
応
募
人
員
 

二
〇
名
程
度
 

五
、
応
募
資
格
 
中
央
公
民
館
に
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

六
、
応
募
メ
切
 

七
月
十
日
 

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
に
つ
い
て
 

一
、
講
習
日
時
 

昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
五
日
（
水
 

）
二
十
六
日
（
木
）
の
二
日
間
、
午
前
 

九
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
 

二
、
講
習
会
場
 

田
川
市
平
松
町
三
番
三
十
六
号
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
大
会
議
室
 

三
、
講
習
申
し
込
み
 

テ
キ
ス
ト
料
三
千
円
を
添
え
て
所
定
 

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
 

写
真
二
枚
（
縦
四
セ
ン
チ
×
横
三
セ
ン
 

チ
無
帽
）
を
添
付
し
て
申
込
む
こ
と
。
 

四
、
申
込
期
間
 

昭
和
五
十
九
年
七
月
二
日
か
ら
十
四
 

日
ま
で
。
 

五
、
申
込
先
及
び
問
合
せ
に
つ
い
て
 

o
申
込
先
 

田
川
市
新
町
十
一
番
六
十
五
号
 

田
川
地
区
消
防
本
部
消
防
課
予
防
広
 

報
係
 

T
E
L
 

〇
番
 

o
間
合
せ
 

田
川
 

④
 

〇
六
五
 

田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

L
 

金
田
 
②
 
〇
三
〇
七
番
 

I
、
，
‘
‘
、
 

' 

‘ 

《
 

1 

1
、
一
 

‘
'
！
●
I
！
、
‘
・
●
、
、
！
‘
'
‘
、
‘
l
、
？
、
・
・
l
 

T
E
 

六
、
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す
る
防
火
 

対
象
物
 

H
 
収
容
人
員
が
三
〇
人
以
上
の
対
 

火
対
象
物
（
劇
場
、
映
画
館
、
キ
ャ
バ
 

レ
ー
、
遊
技
場
、
待
合
、
百
貨
店
（
ス
 

ー
パ
ー
等
）
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
 

保
育
園
等
）
 

口
 
収
容
人
員
が
五
〇
人
以
上
の
防
 

火
対
象
物
（
共
同
住
宅
、
学
校
、
図
書
 

館
、
工
場
、
事
業
所
等
）
 

以
上
の
防
火
対
象
物
で
多
数
の
者
が
 

出
入
り
し
、
勤
務
し
、
ま
た
は
居
住
す
 

る
者
の
う
ち
管
理
者
、
監
督
者
等
で
管
 

理
職
以
上
の
職
務
上
地
位
に
あ
る
人
。
 

福
岡
県
警
察
官
募
集
（
男
子
大
学
卒
）
 

一
、
第
一
次
試
験
日
 

昭
和
五
十
九
年
 

七
月
二
十
九
日
（
日
）
 

二
、
受
付
期
間
 
昭
和
五
十
九
年
六
月
 

十
一
月
（
月
）
、
七
月
十
日
（
火
）
 

郵
送
の
場
合
は
七
月
十
日
ま
で
の
消
 

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
付
ま
す
。
 

三
、
試
験
地
 
福
岡
市
、
北
九
州
市
、
 

四
、
受
験
資
格
 

日
 

学
校
教
育
法
に
限
定
す
る
大
学
 

（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者
 

口
 

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
 

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

●

、

ー

 ，●
ー
●
●
《
十
●
．
r
 

ま
れ
た
男
子
）
 

五
、
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
 

（一T
八
一
二
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

七
番
七
号
）
 

又
は
田
川
警
察
署
警
務
課
 

T
E
L
 

〇
九
四
七
四
 
②
 

二
一
一
一
 

〇
番
 
内
線
二
一
一
 

身
元
不
明
者
に
 

心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
七
日
、
遠
 

賀
川
下
流
の
芦
屋
町
山
麓
で
、
白
骨
死
 

体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
 

警
察
で
は
身
元
を
捜
し
て
い
ま
す
が
 

白
骨
死
体
は
、
年
令
、
四
〇
才
か
ら
六
 

〇
才
、
身
長
、
 
一
六
三
セ
ン
チ
前
後
、
 

白
髪
混
り
の
頭
髪
の
男
性
で
死
後
一
年
 

以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
男
性
は
 

昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
三
年
ま
 

で
の
間
に
、
田
川
市
 

新
町
の
宮
定
歯
科
で
 

左
下
歯
に
銀
合
金
の
 

鋳
造
冠
を
入
れ
て
い
 

ま
す
。
心
あ
た
り
の
 

J
 

方
は
、
田
川
警
察
署
、
又
は
折
尾
警
察
 

署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

田
川
警
察
署
 
〇
九
四
七
四
 
②
 

一一
 

一
二
〇
 

内
線
二
三
〇
 

折
尾
警
察
署
 
〇
九
三
 

六
九
一
 

〇
 

三
三
一
 

内
線
三
九
一
 

報
 

広
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